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健康な 18歳以上の男女 6名で、ベッド上で 9種類の異なる姿勢と 1種類の動作を行う








と軌跡面積、単位時間軌跡長、単位面積軌跡長、X、Y 軸変位の 7 種類である。また、
SVMを使用する為に、数種類の時間窓とサンプリング間隔から、最適値を検討しつつ、
上記 6 種類の動作の判別確率である適中率を計算した。研究 3 では、研究 2 で調整を
行った特徴量と SVMを用いて、予め設定した転倒・転落に繋がる「危険動作」の判別
を行った。対象者は研究 1、研究 2 とは異なった健康な 18 歳以上の男女 5 名で、幅広
くサンプリングを行うため、異なった対象集団を募集した。研究では、危険動作として
設定した、「Reach out, Bed rail, Active」の 3種類の動作を行う様に指示し、データを
取得した。また、3種類の動作を組み合わせた一連の動きを取得し、未知の試験データ






られる項目が少なかった。また、時間窓 3 秒、サンプリング間隔 1 秒の設定において、
SVM で算出した適中率が 97.5%で最も高い確率を示した。研究 3 では、3 種類の危険
動作について、適中率が 64.9%であったが、特徴量における「軌跡面積」の項目を除外
したところ、適中率が 79.8%と向上した。また、未知の Test dataに対してのマクロ平













ていたことが原因であったと考えられる。また、未知の Test dataを SVMにて判定す
ることで、適中率、適合率、再現率を算出した結果、適中率、適合率、再現率ともに高
い値を示した。他の動作判別に関する研究と比較しても、高い判別可能性を示している
ことが示唆され、転倒・転落に繋がる動作の把握が進み、転倒・転落を予測するための
基礎的な検討となったと考えられる。 
 
結論：本研究は、患者・看護師の双方にとって負荷が大きい転倒・転落に繋がる動作を
推定することにより、転倒・転落の予測を行うため、体動変化を用いてベッド上の対象
者の状態を判定する手法を開発した。SVM を用いて動作の客観的な判別可能性の判定
を行ったが、一連のシステムを評価する適合率および再現率は他の研究と比較しても高
い値を示し、転倒・転落に繋がる動作の早期発見に繋がる重要な知見および、転倒・転
落の予測に繋がる基礎的な検討結果を得られたと考えられる。また、本手法を用いるこ
とで、特異的に危険動作を判別することに繋がり、看護師の負荷軽減に貢献可能である
と思われる。 
